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1.舗装の現状と課題 

 1.1 管理道路の現状 

道路区分 路線数 管理延長 
舗装延長 

舗装率 
As 舗装 Co 舗装 

１級路線 12 7.8km 7.67km 0.17km 100%  

２級路線 23 26.7km 18.37km 0.13km 69%  

その他路線 279 139.4km 64.47km 0.65km 47%  

計 314 173.9km 90.51km 0.95km 53%  

                                   ※As 舗装に簡易舗装を含む 

 1.2 舗装修繕予算の現状 

   道路予算のうち、舗装修繕予算は全体の 8%程度と低い水準を推移している。 
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 1.3 舗装の現状 

   平成 26 年度に実施した路面性状調査結果を以下に示す。町道全 314 路線のう

ち、市街地と郊外の幹線にあたる 15 路線をピックアップし、調査を行っている。 

ひび割れ率(%) わだち掘れ量(mm) 
縦断凹凸 

ＩＲＩ(mm/m) 

20%未満 87.5% 20mm未満 100% 3mm/m未満 19.7% 

20%以上 

40%未満 
 9.0% 

20mm以上 

40mm未満 
- 

3mm/m以上

8mm/m未満
76.6% 

40%以上  3.5% 40mm以上 - 8mm/m以上  3.7% 

健全度 ＭＣＩ 

Ⅰ 5 以上 73.8% 

Ⅱ 5.0＜4.0 15.7% 

Ⅲ 

4.0＜3.0  7.0% 

3.0 以下  3.5% 

※健全度Ⅲは対策済 

展望台線(H26)、花岡海岸線(H27)、、中学校通り線(H27)、小平線(R7)、末広線(R7) 



2.舗装の維持管理の基本的な考え方 

 2.1 舗装管理の基本方針 

   舗装の個別施設計画の策定にあたっては、診断結果を踏まえた適切な措置を

行うことで、道路舗装の長寿命化や舗装の維持修繕費のライフサイクルコスト縮減

を目指す。 

 2.2 管理道路の分類（グループ分け） 

   大型車交通量、バス路線、緊急輸送路線等を踏まえた分類 

分類 対象道路 

分類 Cの道路 

86.5km 

①緊急輸送道路に指定されている全路線 

②法指定通学路の全区間 

③広域の農道 

④近隣町村・集落を結ぶ全路線 

⑤緊急避難所に繋がる主要道路 

⑥除雪対象路線 

分類 Dの道路 

87.4km 

上記以外の道路 

 2.3 管理基準 

ひび割れ率 わだち掘れ量 ＩＲＩ（平坦性） ＭＣＩ 

40%以上 40mm以上 8mm／m以上 4 以下 

健全度区分 
区分Ⅰ 

（健全） 

区分Ⅱ 

（表層機能保持段階） 

区分Ⅲ 

（修繕段階） 

ＭＣＩ 5.0 超 
4.0 超 

5.0 以下 
4.0 以下 

 2.4 点検方法・点検頻度 

 点検方法 点検頻度 

分類Ｃの道路 目視点検 10 年程度に 1度 

分類Ｄの道路 巡視の機会を通じて路面状況把握 



 2.5 使用目標年数（分類Ｃの道路） 

   過去の修繕実績等を踏まえ、分類Ｃの道路は２０年とする。 

3.計画期間 

 3.1 計画期間 

   当該個別施設計画の計画期間は１０年とする。 

 3.2 計画期間内の修繕費用の見通し 

   これまでの点検結果を基に、今後１０年間の修繕費をシュミレーションした結果、

事後保全で行う場合と診断結果に基づく計画的な修繕を行う場合で約 70%（2.5 億

円）縮減可能である。

4.対策の優先順位（補修計画の方針） 

   健全度区分Ⅲをメインに、舗装損傷状況、路線の重要性、交通量等を考慮し、

路線ごとに補修の優先順位を決定する。 

5.舗装の状態、対策内容、実施時期 

 5.1 診断結果 

   令和 7年度に点検した診断結果は以下のとおり 

健全度 区分Ⅰ 区分Ⅱ 区分Ⅲ 計 

分類Ｃの道路 60.0km 20.0km 6.5km 86.5km 

 5.2 対策内容と実施時期 

   健全度区分Ⅲにおける各路線の対策内容と実施時期は別紙のとおり 


